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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月25日(2016.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窒素原子、ホウ素原子及び酸素原子を含み、内部に金属を含まず、そのＸ線光電子分光
法により測定されるホウ素原子／窒素原子比が１．０～２．５である炭素材料を含む
　ことを特徴とするアルカリ型燃料電池用炭素触媒。
【請求項２】
　前記炭素材料のＸ線光電子分光法により測定されるホウ素原子／炭素原子比が０．００
１～０．０５５である
　ことを特徴とする請求項１に記載のアルカリ型燃料電池用炭素触媒。
【請求項３】
　前記炭素材料のＸ線光電子分光法により測定される窒素原子／炭素原子比が０．００５
～０．０３５である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のアルカリ型燃料電池用炭素触媒。
【請求項４】
　前記炭素材料のＸ線光電子分光法により測定される酸素原子／炭素原子比が０．００５
～０．１３５である
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のアルカリ型燃料電池用炭素触媒。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の炭素触媒を含む
　ことを特徴とするアルカリ型燃料電池用電極。
【請求項６】
　請求項５に記載の電極を含む
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　ことを特徴とするアルカリ型燃料電池。
【請求項７】
　まず内部に金属を含まない炭素材料に窒素ドープ処理を施し、次いで、前記窒素ドープ
処理後の前記炭素材料に、前記炭素材料とホウ酸との混合物を加熱する処理であるホウ素
ドープ処理を施して、窒素原子及びホウ素原子を含む前記炭素材料を含むアルカリ型燃料
電池用炭素触媒を得ることを含む
　ことを特徴とするアルカリ型燃料電池用炭素触媒の製造方法。
【請求項８】
　そのＸ線光電子分光法により測定されるホウ素原子／窒素原子比が１．０～２．５であ
る前記炭素材料を含むアルカリ型燃料電池用炭素触媒を得る
　ことを特徴とする請求項７に記載のアルカリ型燃料電池用炭素触媒の製造方法。
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